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広島ＡＬ（アドバンスト・ラーニング）

ネットワークの取組 

令和元年10月23日 
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令和元年度全国高等学校教育改革研究協議会 発表資料 



H30年度～ 
 
 

全県展開 
 
 

（１）事業目的 本事業の位置付け 

Ｈ26年度 
広島版「学びの変革」 
アクション・プラン策定 

 
 

グローバル化する
社会を生き抜く 
新しい教育モデル
構築 

R元年度ＷＷＬ指定 
 
高い志のもと 
世界の人々と協働
して新たな価値を 
生み出せる人材 
の育成を目指す 
広島ＡＬネットワーク 
の形成 

取組を一層加速 



（１）事業目的 広島ＡＬネットワークが目指すこと     
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人材育成 

成果普及 
各校のカリ
キュラム 
活性化 

高度な学び 
環境整備 

先進的な 
教育モデル 

開発 



広島大学 県立広島大学 

企業・海外大学 
ＮＰＯ・国際機関等 

広島国泰寺 
高等学校 

広島大学附属 
福山中学・ 
高等学校 

広島叡智学園 
中学校・高等学校 

広島中学校・ 
高等学校 

西条農業 
高等学校 

呉三津田 
高等学校 

福山誠之館 
高等学校 

（１）事業目的 広島ＡＬネットワークの形成 

広島県教育委員会 

広島ＡＬネットワーク 

カリキュラム 
アドバイザー 

海外交流 
アドバイザー 

拠点校 

共同実施校 

連携校 

連携校 連携校 

連携校 

連携校 

管理機関 

事業協働機関 

ＳＳＨ（～H27） 

ＩＢ校（候補） 

ＳＧＨ 

ＳＧＨ 

ＳＳＨ 

広島県研究開発校 国研研究指定校 

高度な学びへの 
アクセス 

カリキュラム 
開発成果の普及 



（２）育成を目指す人材 

グローバルな視野と強い使命感をもち， 

持続可能な社会の構築や 

国際社会の平和と発展に貢献する人材 

広
島
と
い
う
場
所
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成 



（２）育成を目指す人材 資質・能力 

育成を目指す資質・能力等 

資質・能力 

（社会・対象を多面的に捉え）主体的に
問題を発見する力 

問題の解決に向けて粘り強く探究する力 

多様な他者と協働して問題を解決する力 

心構え・ 
考え方・ 
価値観 

地球市民的視点から自分との関わりで考
えること 

異文化への寛容さと変化を前向きに捉え
ること 

異なる意見の他者からも信頼されること 



（２）育成を目指す人材 資質・能力 

知識 知識・技能 

スキル 

課題発見・解決力 

言語・コミュニケーション能力 

批判的・論理的思考力 

心構え・ 
考え方・ 
価値観 

イノベーション 

オープンマインド 

グリット 



（３）広島ＡＬネットワークで取り組むプログラム 

教
育
課
程
内 

「総合的な探究の時間」の 
カリキュラム開発 

平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た 

高
校
生
国
際
会
議
（Ｒ
３
年
） 

文理融合的なカリキュラム開発 

文理教科・外国語を融合させた 
教科・科目 

教
育
課
程
外 

海外研修 

課外活動 

先取り履修・高度な学び 

各
取
組
が
相
互
に
関
連
を
も
つ 



グローバルな視野と強い使命感をもって持続可能な社会の構築や 
国際社会の平和と発展に貢献する人材を育成 

（３）広島ＡＬネットワークで取り組むプログラム 

独自のカリキュラム 

多様な他者との協働的な学び 

より幅広い経験を伴う学び 

より高度な学び 

海外大学との連携 企業との連携 

国内大学との連携 

ベースカリキュラム 

広島叡智学園 
中・高 

広島国泰寺高校 

西条農業高校 

福山誠之館高校 呉三津田高校 

広島大学附属 

福山中・高 

総合的な探究の時間 

外国語と文理教科
との融合科目 

広島県教育委員会 

県立広島大学 広島大学 

海外大学 

国際機関 ＮＧＯ 

企業 

独自科目の設定 

課
外
活
動 

海
外
研
修 

よ
り
高
度
な
学
び

の
環
境
整
備 

ア
ド
バ
ン
ス
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プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト 

広島中・高 

高
校
生 

国
際
会
議 

（教育課程外）  

（教育課程内）  

（
教
育
課
程
外
） 

令和３年度まで 

令和４年度以降 



（４）拠点校の「総合的な探究の時間」 

平和－Peace－ 

・「国際平和拠点ひろしま構想」の実現に貢献 
・拠点校が継続的に取り組んできたテーマ 
・幅広い視点からアプローチできるテーマ 

テーマ 

ＳＤＧｓを切り口に 

核軍縮・戦争だけに
特化せず 



（４）拠点校の文理・外国語融合科目 

教
科
「
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
」 

科
目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
平
和
探
究
」 

〔目標〕 
世界で起こっている様々な社会課題を理解し探究する。 

 問題の理解や解決に様々な
アプローチができるテーマに
ついて，理解を深め，実際の
探究を通して多面的に探究す
る手法や多様な表現方法を学
ぶ。 

多様な他者との英語でのコミュニケーション 

「平和」につながる持続可能な社会の構築 

データの分析・活用 

環境問題 

外国語 

地理，政治・経済 

情報，数学（統計） 

理科（生物） 



（４）拠点校の教育課程 

・地理歴史科，公民科，理科の科目をできるだけ 
 幅広く履修できるようにする。 
 
・学校が設定する資質・能力や「総合的な探究の時 
 間」，「グローバル平和探究」と関連付けられる 
 ようにカリキュラム・マネジメントを行う。 
 
・外国語（英語）の４技能を高いレベルで習得する  
 学校設定科目「グローバル・イングリッシュ」の 
 開発。 



  ○ＩＢに基づく 
   カリキュラム 
   運用・評価 
  ○高校カリキュ 
   ラム作成 

 
 
○ＩＢに基づく 
 カリキュラム 
 運用・評価 

    ○「総探」実施・評価 
      改善 
    ○文理融合科目， 
     文理融合カリキュラ 
     ム運用・実施・評価 

 
    ○「総探」実施・評価 
      改善 
    ○文理融合科目， 
     文理融合カリキュラ 
     ム研究・開発 

     ○「総探」実施・評価・改善 
     ○「Ｇ平和探」実施・評価 
     ○文理融合カリキュラム 
                     運用・評価・改善 
     ○３年間の研究開発の評価 

（４）拠点校の研究開発と共同実施校・連携校の関係 

    

   ○「総探」実施・評価・改善 

   ○「Ｇ平和探」実施・評価 

   ○文理融合カリキュラム 
                               運用・評価・改善 

     
 
      ○「総探」実施・開発・評価 

  ○「Ｇ平和探」開発 

  ○文理融合カリキュラム 
    研究・検討 

    ○「総探」実施・評価   
    ○文理融合に向けた 
      自校のカリキュラ 
      ム等の見直し 

○ＩＢに基づく 
 カリキュラム 
 開発・運用 

共同実施校 拠点校 連携校 

協力 情報共有 

協力 

協力 情報共有 

情報共有 

協力・評価 

成果普及 

評価・情報共有 情報共有 

Ｒ１ 

Ｒ２ 

Ｒ３ 



（５）海外研修 

語学研修・異文化交流 
     ↓ 
○現地の高校生等と協働で探究活動を行う 
○事前調査を基に現地で実態調査を行う 

ＳＴＥＰ１ 意識・価値観を揺さぶる 

ＳＴＥＰ２ 課題について海外大学 
      で学ぶ 

ＳＴＥＰ３ 自らの課題を探究， 
                  社 会に貢献（留学） 

今年度は，フィリピン（県主催 ３月） 
アメリカ（拠点校が実施 ３月） 



（５）高度な学びにアクセスする環境整備 

○ 先取り履修 

・広島大学，県立広島大学から実施の同意 
・内容，条件等について協議中 

○ 高度な内容を学習できる環境整備 

・Stanford e-Hiroshima  
９月14日（土） 事前オリエンテーション 実施 
９月29日（土） 開講 



（６）高校生国際会議の目的 

○  「平和で持続可能な国際社会」の構築を目指す探究活動の 
  プロセスとして 

成果発表の場であるとともに，多様な考えをも
つ者が集まり，議論を深め，さらなる探究の端
緒となる場。 

○ イノベーティブなグローバル人材の育成のプロセスとして 

多様な考えをもつ他者と対話をして，新たな課
題を発見したり，多くの参加者が集まる会議を
運営したりすることで，育成を目指す資質・能
力の発揮と更なる向上が期待される場。 



（６）課外活動 

○ 高校生国際会議の企画・運営を担う生徒実行委員会の活動 

（活動案） 
・開催までのスケジュール 
・開催プログラムの内容（大枠は予め設定） 
・当日の運営体制 
・資金計画と資金集め 
・国際会議や他県の拠点校などを視察 



カリキュラム 
開発会議 

       ・アドバイザー 

          ・大学関係者 

       ・拠点校担当者など 

          

（７）広島ＡＬネットワークの体制 

運営指導委員会 

拠点校， 
共同実施校， 

連携校等 
連絡協議会 

        
       ・関係校校長/担当者 
       ・県教委 
 
 

コンソーシアム 
会議 

 
・アドバイザー 
・大学関係者 
・拠点校校長 
・県教委 

 

指導・助言，評価 

方向性決定 実務連携 
研究協議 

カリキュラム 
開発 

プログラムの遂行 



（７）研究開発等の体制 

研究開発の対象 実施主体 指導・助言等 

「総合的な探究
の時間」 

拠点校 
カリキュラム・アドバイザー
共同実施校，連携校 

教科融合科目等 
共同実施校 
連携校 

拠点校，共同実施校，連携校 
カリキュラム・アドバイザー 

外国語と文理教
科の融合科目 

拠点校 
広島大学 
カリキュラム・アドバイザー 
共同実施校，連携校 

海外研修 管理機関 海外交流アドバイザー 

○ カリキュラム・アドバイザー 株式会社キャリアリンク 若江 氏 
○ 海外交流アドバイザー 
    一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT） 木村氏・花村氏 



御清聴ありがとうございました。 


